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説明内容

サワラについて（最新の調査研究報告から）

サワラの漁獲量について

サワラの資源量指標値を求める。

新2系ルールによる算定漁獲量の計算

資源評価結果の簡易版の説明



サワラ日本海・東シナ海系群：分布回遊・成熟

• まき網の主漁期は秋から冬

• 秋に黄海に漁場が形成し、それが徐々に南下してくる。

• 対馬海峡を中心にして大陸棚上に広く漁場が形成され
る。

• 秋季から冬季は日本海にも漁場が形成される。

• 春季・夏季はあまり漁獲されない。

大中型まき網のCPUEの水平分布

日本海・東シナ海で成熟具合を調査中
東シナ海では60cm以上の雌で産卵の可能性



サワラ日本海・東シナ海系群：成長様式

日本近海におけるサワラの
von Bertalanffyの成長曲線の比較

藤波ほか（2022）：FRA-SA2022-BRP09-04

• サワラは日本海・東シナ海以外にも瀬戸内海にも分布し、利
用されています。

• サワラの資源評価を行う際に、まずは東シナ海で採集された
サワラの成長様式を求め、過去に報告された各海域のサワラ
の成長様式を比較してみました。

• その結果、
1）成長の性差：雌の方が雄よりも有意に大型化する
2）東シナ海のサワラは、日本海・瀬戸内海のサワラと同程度
あるいは早い
3）東シナ海の過去の知見（濱崎1993）より著しく成長が早い

ことが分かりました。

◼ これらの生物学的知見は資源評価に必須であり、今後も更新
してまいります。



日本漁船による海区別漁獲量
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✓ 過去5年の平均漁獲量は10,182トンであり、2021年の漁獲量は8,908トン
✓ 漁獲量が9,000トンを下回るのは、2005年以来
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日本および韓国の漁獲量

✓2021年の韓国の漁獲量は、日本と同様に2020年よりも減少



CPUEと標準化について

漁獲量が多い/少ないと言う情報だけでは正しい資源評価は困難です。

そこで、努力量の単位を統一して漁獲される魚の量を評価していま
す。それを、CPUE（単位努力量あたり漁獲量）と言います。

ただし、魚は水温や潮流などによって分布を変えるので、環境条件
によってCPUEは変化します。それら環境の要因を統一してCPUEを
評価することを、CPUEの標準化と言います。

同じ量の魚を漁獲しても網数や漁船
の数が違っていたら比較にならない。

海の環境は毎年異なる！



日本海定置網標準化CPUE（資源量指標値）

デルタ型一般化線形モデル
有漁確率モデル：説明変数は年、海域、月、10m深水温
有漁CPUEモデル：説明変数は年、海域、月、年：月、10m深水温、10m深塩分
が選択された（詳細はFRA-SA2022-RC02-201）

✓ 変動しながら増加し、
2016年に最高値

✓ 2000年代後半以降は、増
減を繰り返しながら推移

✓ 過去3年間（2019年-
2021年）は継続して高い
値（1.7-1.9）で推移

標準化CPUEの平均値

95%信頼限界

標準化しなかった場合のCPUE平均値



東シナ海まき網標準化CPUE（資源量指標値）

デルタ型一般化線形モデル

有漁確率モデル：説明変数は、年、海域、季節、10m水深水温
有漁CPUEモデル：説明変数は、年、海域、季節、10m水深水温
（詳細はFRA-SA2022-RC02-201）

✓ 1996年に最低値となった
が、その後上昇

✓ 資源量指標値は2000年以
降は横ばい。

✓ 細かくみると、2020年は
前年を下回ったが、2021
年は2020年を上回った。

標準化CPUEの平均値

95%信頼限界

標準化しなかった場合のCPUE平均値



資源量指数を規格化して表現
→80％を目標水準、

56％を限界水準

資源量指数のトレンド

資源量水準に応じて、漁
獲量を増減させる係数
（α）を決定

漁獲管理規則 漁獲量とABC

ABC
=過去5年平均漁獲量×α

改正漁業法下での2系ルール（新2系ルール）



目標水準(BT)＝0.8
(BTを越すと漁獲量を増やせる）

限界水準(BL)＝0.8×0.7=0.56
(BLを下回ると漁獲量の削減幅が大
きくなる）

曲線の形を決めるパラメータ３つ
（δ1, δ2，δ3）

※さまざまな生物パラメータ・個
体群のトレンドを仮定したシミュ
レーションのもとで…
• 資源を保護しつつ（＝ABC>B

となって絶滅するのを防ぐ），漁
獲量をできるだけ大きく

• 旧2系ルールよりは良いパ
フォーマンス

2系資源の漁獲管理規則について

複数の候補のうち，資源保護と漁獲の両方がバランス良く旧2系ルールのも
のよりも改善＝基本ルール

資源評価高度化作業部会
説明会資料

※を満たすようはHCRは他にも存在 → 場合分けし，オプションとして提示

基本ルールのおさらい

詳しくは、
FRA-SA2022-ABCWG02-13



サワラ（日本海・東シナ海系群）①

図1 分布域

分布域は、東シナ
海から黄海、さら
に北海道以南の日
本海に及ぶ。

図2 漁獲量の推移

1980年代には東シナ海
において主に大中型まき
網により漁獲していたが、
1990年代に入ると漁獲
量は急減した。1997年
以降は、日本海の定置網
による漁獲量が増加した。
2021年の我が国の漁獲
量は8,908トンであった。

図3 資源量指標値の推移

東シナ海で主に操業する大中型まき網（赤）
と日本海で操業する大型定置網（青）の標準
化CPUEを、平均値を1として規格化した値で
示す。網掛けはそれぞれの95%信頼区間であ
る。これらの相乗平均値（黒丸）を資源量指
標値とした。

資源量指標値は1994～2004年は0.11～0.55
と低い値で推移したが、2005年以降は0.76
～1.81の間で増減しながらも高い値で推移し
た。2021年は1.23であった。

サワラは本州沿岸および東シナ海から黄海に広く生息し、本系群はこのうち東シナ海から日本海沿岸に分布する
群である。

年

本資料における、管理基準値等については、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）における検討材料として、研究機関会議
において提案されたものである。これらについては、ステークホルダー会合を経て最終化される。
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図4 資源量水準および管理基準値案

まき網と定置網の標準化CPUEの相乗平均値を資
源量指標値（黒線）とし、資源量水準に基づいて
80%水準を目標管理基準値（緑線）、56%水準
を限界管理基準値（黄線）として提案する。

2021年の資源量指標値（1.23）は78.0%水準に
相当するため、目標管理基準値案を下回り、限界
管理基準値案を上回る。

図5 漁獲管理規則案

資源量水準に応じて漁獲量を増減させる係数
（黒線）を決める漁獲管理規則を提案する。
資源量水準が目標管理基準値案（緑線）を上
回った場合は漁獲量を増やし、下回った場合
は削減する。

現状（2021年）の資源量水準（78.0%）にお
ける漁獲量を増減させる係数（赤丸）は0.99
である。

本系群で使用可能なデータは漁獲量と資源量指標値である。したがって「令和４（2022）年度 漁獲管理規則
およびABC算定の基本指針」の2系規則を適用する。

サワラ（日本海・東シナ海系群）②

年

●2021年の資源量水準

本資料における、管理基準値等については、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）における検討材料として、研究機関会議
において提案されたものである。これらについては、ステークホルダー会合を経て最終化される。

2022年12月23日公開



図6 漁獲量の推移と2023年の算定漁獲量

直近5年間（2017～2021年）の平均漁獲量（黒丸、
10,182トン）に2021年の資源量水準から求めた漁
獲量を増減させる係数（0.99）を乗じて算出され
る2023年の算定漁獲量は10.1千トン（赤丸）とな
る。

資源量
水準

漁獲量を
増減させる係数

資源量
指標値

目標管理基準値
（目標水準）案

80% 1.000 1.26

限界管理基準値
（限界水準）案

56% 0.886 0.96

現状の値
（2021年）

78% 0.990 1.23

資源量指標値の推移から求めた資源量水準と目標管理基
準値案および限界管理基準値案の位置関係に基づき漁獲
量を増減させる。
2021年の資源量水準は78.0%であることから、2023
年の算定漁獲量は10,083トンと算出される。

2023年算定漁獲量5年平均漁獲量

サワラ（日本海・東シナ海系群）③

本資料における、管理基準値等については、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）における検討材料として、研究機関会議
において提案されたものである。これらについては、ステークホルダー会合を経て最終化される。
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